	
[image: image1]資料名
	８　子どもたちが教えてくれた
	光村
	

	主題名
	他者に学ぶ
	内容項目
	2-(5)寛容・謙虚
	指導時期
	1２月１２日

	ねらい
	他人の意見や見方・考え方を尊重し，他に学ぶ謙虚な心をもとうとする態度を育てる。

	学 習 活 動
	導 入
	　カンボジアについて知っていることを発表する。

○カンボジアについてどんなことを知っていますか。挙げてみましょう。

　　・アンコール・ワットの遺跡がある。

　　・戦争があって、地雷がまだ残っている。

	
	
	資料を読む

	
	展 開
	２　「子どもたちが教えてくれた」を読んで，筆者がカンボジアの子どもたちから何を学び，どう変わったか考える。

○カンボジアの子どもたちがサッカーをするとき，どんなことをしましたか。

　・ふてくされて帰ろうとする子を連れ戻した。

　・義足を着けている子を周りがサポートした。・話し合い

◎筆者は，カンボジアの子どもたちのサッカーを見て，どんなことに気づいたのでしょう。　（筆者が気付いたサッカーの魅力とは？）

・サッカーは互いのミスをカバーし合い、支え合うことで成り立つスポーツでそれがサッカーの魅力だということ。　・自分がサッカーの大切な魅力を見失っていた。

○筆者の考え方や行動は，カンボジアの子どもたちとの出会いのあと，どのように変わったのでしょう。（子どもたちは何を教えてくれたの？）

・スポーツが人の生き方を学べるものではないかと思うようになった。

　・ボランティアは互いに助け合う活動だと思えるようになった。

	
	終 末
	 ○周りの人から学ぶことの大切さについて考えを深める。

①あなたがこれまで周りの人から学んだことには，どんなことがありますか。



　　


　子どもたち


　　　　　　


・アンコールワット


　　　　　　・戦争・地雷


　　　


　　　　　　　・元Ｊリーガー


　　　　　　　・日本代表





　

















　　筆者が気付いたこと


　　　　　・サッカーは支え合うスポーツ


　　　　　・自分はそれを見失っていた

















　　　　　・スポーツで生き方を学べる


　　　　　・ボランティアは互いに与えあう活動





　　








子どもたちの写真








どう変化？





カンボジア





周りの人から学ぶことの


大切さ








北沢





・ふてくされて帰ろうとする子を連れ戻・・・


・義足をつけている子を周りがサポート


・話し合いの時間がほしいと提案してきた








